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ごあいさつ

「ひきこもり」は、政府の発表では 69万人ですが、誰も信じていま
せん。多くの人が言　われるように実際は 100 万人を超えていると思
います。でも 69 万でも多すぎます。こんなにたくさんの若者が自立
に苦しんでいるのです。しかし自立に苦しんでいる若者は「ひきこもり」
だけではありません。自殺率の増加も未婚率の多さも、何よりも失業
率の多さが若者の生きづらさを表しているように思います。悪政のし
わ寄せは若者に集中しているのです。
「ひきこもり」は減っていません。登校拒否・不登校はこの 30 年、
依然として高い発現率を続けています。登校拒否・不登校は学年が進
むにつれて多くなり、中学 3年に最も多くなって卒業します。高校生
の中途退学もまだまだ多いままです。さらにひきこもり支援の手立て
ができていません。「ひきこもり」からの脱出には社会からの援助が絶
対必要です。援助を受けている当事者が圧倒的に少ないのです。
「ひきこもり」はますます増えているのです。「ひきこもり」は、社
会参加が拒否されているのですから、刑罰を受けている監禁・拘束と
同じです。これは人権問題です。社会が総力を挙げて解決しなければ
ならない問題です。
希望は、この集いの実行委員会のメンバーが年々若くなっているこ
とです。今年は一段と若くなったというのが私の印象です。行政関係
者や事業経営の方々も増えています。「ひきこもり」の支援は福祉、医
療、教育関係だけでできません。若者たちの社会参加が目標ですから、
就労が主要な課題・目的になります。これには、様々な分野の事業・
経営に関わる方々の協力がなくてはなりません。不況で経済が停滞し
ているときですから自治体・行政からの援助が絶対必要です。
この集いで、全国各地の多様で特徴的な実践が語られ討論で練り上
げられて、各地それぞれの具体的なイメージが作られるでしょう。こ
の中から行政への具体的提案が出されることも期待します。討議の熱
気が、全国の支援者を励まし、若者支援の大きな運動を呼び起こすこ
とを願っています。

第 9 回社会的ひきこもり支援者全国実践交流会 in 大阪 　　　
現地実行委員長　　石井　守
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若者支援実践の今後の展望
―ひきこもり支援から出発して広範な若者支援へ― 

はじめに 
私たち、“ 全国社会的ひきこもり支援連
絡会議 ”は、今、大きく運動を発展させる
時期にきています。それは、「ひきこもり
支援から出発して広範な若者支援へ」と
いう方向性です。
全国各地の若者支援実践の現場に、ひ
きこもりのみではなく、多くのニーズを
もつ若者が参加している事実から当然の
ことでしょう。ただ、私たちは、ひきこ

もり支援から遠ざかるのではありません。
多くの若者支援現場でも、ひきこもりを
経験した若者たちへの丁寧な支援を抜き
に若者支援を語ることはできないと考え
ています。私たちが目指しているのは、
ひきこもりを含め多くの若者が共通して
もつ “ 生きづらさ ” への普遍的な実践や若
者支援運動の展開です。

1. 全国社会的ひきこもり支援連絡会議の成果

２００２年、私たち支援者は、ひきこ
もる若者たちと向き合うなかで、自分た
ちの実践の学びと交流の場を求め “ 全国社
会的ひきこもり支援連絡会議 ”を結成しま
した。その後、毎年、現地実行委員会の
献身的な努力に支えられながら “社会的ひ
きこもり支援者全国実践交流会 ”を、和歌
山から始め、東京、京都、北海道、佐世保、
岐阜、神戸、宮崎と開催してきました。 
当初は支援者の交流会ということで、
家族や当事者の参加はご遠慮願ってきま
した。これは、この集会が支援者の支援
技量を高めることを目的として発足した
ものであり、第４回大会までは、その当
初の目的を重視した為にとった処置でし
た。しかし、交流会を重ねるなかで、第
５回の佐世保、第６回の岐阜大会から次
第に親や当事者の参加が増えてきました。
また、当事者や親の現地事務局への積極
的な参加も見られるようになり、佐世保
大会からは親の、神戸大会からは当事者
の特別分科会が開催されるようになって
きました。
このなかで、当事者や親との協同実践
の重要性について議論され今日に至って
います。 
この家族や当事者参加を制限してきた
ことに関しましては、今後、運動を総括
する上で丁寧に議論していかなければな
りません。その議論は、第一に、この会
の当初の目的が “ 支援者の支援技量を高

める ”ことにあり、この実践交流運動が始
まった当時は、まだ支援者と当事者が共
に議論し、実践を高める技量を持ってい
なかったと思われます。この為、支援者
の育ちが保障される場を切実に望んでい
たのです。第二に、守秘の問題がありま
した。この実践交流会は、当然事例検討
も行います。この際、当然守秘義務が生
じるのですが、実践交流会で議論された
内容を、全く外に出さないという集団守
秘においては、まだこの会で十分に議論
されていません。
交流会参加者はこのところ毎回５００
名を超えています。こうした状況は、本
交流会が目指す「出口」（自立や社会参加
の為の居場所や就労の場）のありかたや、
そこでの実践を議論する場を実践者が強
く求めていることの表れではないでしょ
うか。 
また、参加者の広がりとともに、大会
のテーマやテーマ別交流会も少しずつ変
化しています。例えば、第３回大会の「社
会参加と就労支援」交流会は、第４回大
会において新たに仕事を創造していくこ
とも検討する「就労支援と仕事おこし」
交流会に変更されました。この分科会に
は多くの参加者が集まり、近年、非常に
重要なトピックとして位置づけられてき
ています。

2. 我が国における若者支援の動向と本会の活動

２００３年の若者自立・挑戦プラン（若
者自立塾設置等）から、２００６年の地
域若者サポートステーション（以下、サ

ポステ）事業、２００９年のひきこもり
対策推進事業（ひきこもり地域支援セン
ター設置等）、２０１０年の子ども・若者
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育成支援推進法と政策が展開され、今年
度からは、サポステが全国で１６０箇所
に広げられました。
若者支援の現場では心的な課題に対す
るケアと出口の課題は総合的に捉え実践
していかなければならず、より広い分野
の多くの若者支援実践者や行政関係者が、
私たちの会に参加して下さることが期待
されます。 
今、従来からひきこもり支援を行って
いた実践体の多くがサポステの委託を受
け始め、サポステが若者支援の中核的な
存在として位置づけられています。しか
し、一方ではサポステの存続が危ぶまれ
るような議論も起き始めています。
このように着実に整備されつつある我
が国の若者支援政策ですが、まだ、あら
ゆる若者の生存・発達を保障する内実を
整える為には多くの課題をもっています。 
私たちは、このような政策・実践・大

会参加者・大会のテーマ・テーマ別交流
会の変遷を捉えながら、今、実践交流会
はひきこもり支援者の純粋な交流会から
広がって、ある程度の質的転換の時期を
迎えているのではないか、と考えます。
そこで、本声明を皆さまに提出し、今後
の展望と本会議・本大会の名称変更の提
案をさせていただきたいと思います。
私たちの実践交流会には、サポステの
実践者や、行政職員、保健所職員、精神
保健福祉センター職員のみならず、労働
政策や青少年対策を担当する部署の公務
員が参加するようになってきました。
これは、ひきこもりの心的な課題に対
するケアというテーマと同様、あるいは
それ以上に、今、社会参加プログラムや
就労支援と言った出口づくりというテー
マが多くの実践者の関心を集めていると
いうことでしょう。 

3. 若者が置かれた現状とこれまでの取り組み 

ひきこもりの研究は当初、精神医学研
究や心理学研究がリードしていました。
しかし、私たち全国社会的ひきこもり支
援連絡会議は、その状況に満足していた
訳ではありません。
ひきこもる若者の個々の心理的かつ医
学的状況について検討する必要性は言う
までもありません。しかし、私たちは、日々
の実践や若者達の生活を医療的側面で分
析するのみでは、若者たちの生存や発達
へのニーズを保障することができないこ
とを実践的に明らかにしてきました。 
そこで、私たちは、若者が生きづらい
この社会に注目し、さまざまな社会的な
諸課題を抱える家庭・地域・職場・社会
における支援実践がどのようになされて
いるのかを相互に交流し、討論を行って
きました。 
そのなかで私たちは、自らの生活や発
達上の課題と主体的に向き合う若者たち
の存在に出会ってきました。かつてひき
こもりであった若者が自己の課題と向き
合い、支援に参加する姿には、いつまで
も「支援される」存在のままではいない
という事実を学んできました。かつてな
んらかの課題を持っていた若者が、実践
のなかで他者を支援する存在として育ち、
若者支援の重要な担い手となる事実を学
んできたのです。 
若者たちは、ひきこもっているか否か
を別にして、今、自身を含めた若者全体が、
いつ生存や発達が危機に陥れられるかも

しれない安全でない社会で青年期を送っ
ていることに気づいています。若者たち
は、若者自身が、これから迎えようとし
ている未来が強固なセーフティネットを
持つ社会であることを願い、その社会を
築き上げる主体者となる必要を実感して
います。セーフティネットのない薄氷の
ような社会のなかで、障害者と健常者、
この間に大きな違いがあるでしょうか。 
多くの若者が、なんらかの生きづらさ
をもちながら発達しつつあるといっても
過言ではありません。これは、統計にも
現れています。
厚生労働省の調査「ニートの状態にあ
る若年者の実態及び支援策に関する調査
研究」（２００７年３月）では、この調
査対象となったサポステや若者自立塾を
活用していた４１８名の半数弱が、「ひ
きこもり」（４９．５％）経験が確認され、
「精神科又は心療内科での治療を受けた」
（４９．５％）経験があることが確認でき
たと報告されています。もちろん、そこ
では、もともとメンタル面の問題があっ
てニート状態になったケースと、ニート
状態になったことがメンタル面の問題に
つながっているケースの両方があると思
われるとの指摘があります。 
この薄氷のような安心感のない社会の
なかで、多くの若者達は、その薄氷がい
つ割れ、危機に陥るかもしれないのです。
しかし、そのような若者たちの姿を私た
ちは見逃すわけにはいきません。 
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4. 今、ひきこもり支援から総合的若者支援へ 

私たち、全国社会的ひきこもり支援連
絡会議常任事務局は、全国社会的ひきこ
もり支援連絡会議の名称を、“ 全国若者支

援連絡会議 ”とすることを提案します。そ
の提案理由は以下の通りです。 

提案理由 1．複合化した社会的課題がひきこもり状態の背景にあること 

若者のひきこもり状態の背景には、教
育問題、家族問題、また地域社会崩壊の
問題などさまざまな要因が、複合化して
存在しています。今日では労働市場の厳
しさや貧困化が若者の生きづらさを増幅
させていますし、そのことがひきこもり
からの脱出をより困難なものにしていま
す。ですからひきこもり問題と若者の就
労問題、生活自立問題は包括的、連続的
に考えていく必要が生まれています。 
また、このひきこもり状態の背景にあ
る複合化した社会的課題はよりいっそう
可視化・意識化される必要があります。
日本では、ひきこもりや登校拒否・不登
校の若者たちを「困難を抱える若者」と
表現する場合が多く見られますが、この
言葉は若者が出会っている困難を個々人
の側に求める言葉であり、日本社会が若
者に向けている自己責任のまなざしに影
響を受けているものです。今、日本の若
者たちの多くは日本社会を貫徹する自己
責任論にがんじがらめになり、そこから
自己を解き放つことができずに苦しんで

います。 
彼らを、「困難を抱える若者」から「不
利な状況にある若者」へと捉えなおし、
現在若者が置かれている社会の不利や矛
盾に焦点を当てる視座を構築しなければ、
若者を追い詰める社会の諸矛盾は変わら
ないばかりか、若者たちをどんどん追い
詰めることになるでしょう。 
従来中心的に行われてきた心理的ある
いは精神医学的な専門的ケアを必要とす
る若者もいます。しかし、このひきこも
り状態にある若者に対して専門的ケアを
行うターゲット型支援のみでは社会の諸
矛盾を見つめ、社会を変革・創造すると
いう考えがなかなか生まれません。私た
ちは今後、ターゲット型のみの支援から
生きづらさが生まれる社会を変える取り
組みをよりいっそう広げていく必要があ
ります。そしてそのためには、ひきこも
り状態の若者へのターゲット化ではなく、
総合的若者支援として若者が置かれてい
る社会的諸矛盾を見つめる視座を立ち上
げていかなければなりません。 

提案理由２．若者支援はひきこもりを含む総合的支援の場として展開される必要があること 

ひきこもり支援は本人のメンタルケア
や家族支援といったテーマに限定できず、
仕事づくりや住まいの提供、街づくり、
社会参加、社会保障拡充などより広い総
合的支援のあり方の中で追求される必要
が生まれています。 
若者の就労支援を課題として開設され
ているサポステのあり方の検討が行われ、
２０１３年度から「サポステ・学校連携
推進事業」や ｢若年無業者等集中訓練プ
ログラム事業｣ など就労支援と生活自立
支援の総合的な取り組みが始まりまし
た。その結果、サポステは２０１３年度
１６０箇所に増え、予算も２．５倍に拡充
されました。
最近の政策動向として、現在サポステ
の見直し作業が進められていますが、い
ずれにしても、今後若者支援の多くは、
この間に構築されてきた若者支援機関が
担っていくことになるはずです。もちろ
ん、国の若者支援施策が、ひきこもり経

験のある若者をはじめとするより広範な
若者を対象とするものとなる為に、私た
ちは、常にその動向をみつめよりよい実
践が展開されるように働きかけなければ
なりません。 
このサポステの利用者の中には少なく
ない比率で登校拒否・不登校やひきこも
り経験者が含まれていますが、もちろん
必ずしもひきこもり経験者でない若者も
含まれています。しかし多くの若者が対
人関係に不安を感じていたり、働く自信
が持てなかったりと無業状態、社会的排
除状態に陥っており、ひきこもり経験が
あろうとなかろうと彼らの困難は共通し
ています。そこでの支援対象はひきこも
り経験者の若者をコアとしながらも、就
労や生活に困難を抱えるより広い若者を
対象にその支援は展開されます。 
これらの理由から、本会は、社会的排
除状態の若者の社会的包摂を目指す取り
組みを全国で展開する為に、この会の名
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称を “ 全国若者支援連絡会議 ” とし、若者
支援の充実を目指した取り組みをより発
展させてまいりたいと思います。そして、
総合的若者支援を考えていくなかで多様

な分野とも協同しながら、ひきこもりの
若者のようないきづらさと向き合う若者
たちとともに、より生きやすい社会の創
造を目指していきたいと考えます。 

5. 社会的ひきこもり支援者全国実践交流会の名称変更と今後の取り組みの方向について 

この会が、全国各地の現地実行委員会
と共に展開している “社会的ひきこもり支
援者全国実践交流会 ”では、各地の現地実
行委員会に参加する若者当事者から指摘
がある「『支援―被支援』関係が滲み出て
いる」「我々は、ただ支援を受けるだけの
存在か」といった批判を真摯に受け止め
る必要があります。
私たちの全国会議は、いわゆるプロス
タッフとピアスタッフ、当事者、家族、
地域住民が共に実践を築き上げ、若者達
の生存・発達が保障される社会を創造す

ることを目指しています。つまり、この
会議は、若者やひきこもりと関わる人が
同等の立場で実践創造に参加し、共にそ
の実践を築き上げ、制度や政策を提案す
ることを重要なミッションとしています。 
こうしたミッションを具体化する為に
も、今、なお支援に代わる適切な言葉が
まだ見いだせないなかであり、少しぎこ
ちない名称となりますが、このミッショ
ンを表現することができる言葉として “協
同実践 ”を用いたいと思います。その理由
は、以下の通りです。 

提案理由１．若者、家族は支援の対象ではなく、支援を共に築きあげる主体であること 

若者や家族は、たんなる支援の対象者
ではなく、支援者と協同しながら自らの
困難な状況を乗り越えていく主体者です。
当事者と支援者の関係をより生きやすい

社会をめざす協同的他者関係として捉え
直すことが若者支援の新たなテーマに
なってきています。 

提案理由２．本会は、今後ともひきこもり実践と深くかかわっていくということ 

本会は、今後ともひきこもり実践と深
くかかわっていきます。ただし、その関
わりは、あくまでも社会的視座を重視し
ます。協同的関係とは、社会的排除に抗
し包摂的関係を築きあげる関係性です。
ひきこもり実践が、各地で、各実践現場

で個の特性として論じられるのではなく
社会政策上の課題として論じられる為に
も、実践交流会を “全国若者・ひきこもり
協同実践交流会 ”としてまいりたいと考え
ます。

文責　全国社会的ひきこもり支援連絡会議　常任事務局



7

テーマ別実践交流会① 就労支援と仕事おこし
コーディネーター

野中康寛 ( 社会福祉法人 一麦会／和歌山 )

中村雄介 (NPO 法人暮らしづくりネットワーク北芝／大阪 )

あるメンバーが「私は就職をしていない、しかし、働いている」と話したこと
があります。 彼は、一般労働市場においてはいわゆる無就業者ですが、しかし彼
が行うことのできるすべてをピアサポートにつぎ込んでいました。 ある居場所で
は、１０人のメンバーで行った販売活動で３万数千円の儲けがあり、その帰りに
その儲けを原資に飲み放題焼肉バイキングへ行き、 １０人のメンバーはビールをあ
おりお皿一杯の肉を食べ尽し、皆が労働の味をかみしめました。

第１交流会では、「尊厳ある人間らしい働き」とは何か、それを支える仕組みを
どのようにつくりあげるかを再考します。 それは、各地で実践される若者と協働
で仕事をおこしてゆくことかもしれません、 また、それは、若者の就労という切り
口で地域コミュニティに入りきり、いわばその「まち」を創ってゆく、そのよう
な活動かもしれません。

ただ単に一般労働市場につなげるだけの就労支援や生活なき生活・就労訓練、
就労体験ではなく、 本当の就労支援と仕事おこしとは何かを紐解き、その中で私た
ち支援者が就労という活動について、 確信をもって若者たちに伝えることが出来る
共通言語をこの交流会で練り上げ、明日からの実践に生かしたいと思います。
「施策・事業に使われるのではなく、施策・事業は使うもの」実践の真価は、そ

の他の部分で何を行っているかです。 各地域で行われている創意と工夫と繋がり
で生まれたユニークな取り組みを交流・議論したいと考えています。

助言者

佐藤洋作 (NPO 法人 文化学習協同ネットワーク )

報告者

瀬名波雅子 (NPO 法人ビッグイシュー基金／大阪 )

ホームレスの仕事作りから見えた『社会的困難を抱えた
当事者のためのネットワーク作り』の必要性

中村信之 (NPO 法人みやこ自立サポートセンター／岩手 )

震災復興と困難を抱えた若者への自立支援、
その後の変化と今後の課題に向けて



テーマ別実践交流会３ 就労支援と仕事おこし

ホームレスの仕事作りから見えた『社会的困難を抱えた当事者のためのネットワーク作り』の必要性
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瀬名波雅子 (NPO 法人ビッグイシュー基金／大阪 )

ホームレスの仕事作りから見えた『社会的困難を抱えた
当事者のためのネットワーク作り』の必要性



ホームレスの仕事作りから見えた『社会的困難を抱えた当事者のためのネットワーク作り』の必要性
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就労支援と仕事おこし テーマ別実践交流会３



テーマ別実践交流会３ 就労支援と仕事おこし

ホームレスの仕事作りから見えた『社会的困難を抱えた当事者のためのネットワーク作り』の必要性
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ホームレスの仕事作りから見えた『社会的困難を抱えた当事者のためのネットワーク作り』の必要性
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就労支援と仕事おこし テーマ別実践交流会３



テーマ別実践交流会３ 就労支援と仕事おこし

ホームレスの仕事作りから見えた『社会的困難を抱えた当事者のためのネットワーク作り』の必要性
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震災復興と困難を抱えた若者への自立支援、その後の変化と今後の課題に向けて
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就労支援と仕事おこし テーマ別実践交流会３

中村信之 (NPO 法人みやこ自立サポートセンター／岩手 )

震災復興と困難を抱えた若者への自立支援、
その後の変化と今後の課題に向けて



テーマ別実践交流会３ 就労支援と仕事おこし

震災復興と困難を抱えた若者への自立支援、その後の変化と今後の課題に向けて
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震災復興と困難を抱えた若者への自立支援、その後の変化と今後の課題に向けて

15

就労支援と仕事おこし テーマ別実践交流会３



テーマ別実践交流会３ 就労支援と仕事おこし

震災復興と困難を抱えた若者への自立支援、その後の変化と今後の課題に向けて
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震災復興と困難を抱えた若者への自立支援、その後の変化と今後の課題に向けて
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就労支援と仕事おこし テーマ別実践交流会３
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テーマ別実践交流会② 学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携
コーディネーター

柚木健一 (NPO 法人 おおさか教育相談研究所／大阪 )

白水崇真子 ( 一般社団法人 キャリアブリッジ／大阪 )

この交流会では学齢期の若者（ここでは中卒以降２０代前半を指す）を対象に、
２つの内容について交流し、学び合います。 １つは社会的ひきこもり、２つは学
校連携（高校連携）です。

学齢期の支援が若者にとっていかに重要かを示すデータがあります。 関東地区
のある若者向け自立支援機関で支援を受けた若者の６割が登校拒否・不登校経験
者であり、 ほぼ全員が平均５年強のひきこもり経験を持ち、１０年以上と長期化し
たケースは中学から登校拒否・不登校が常態化した人たちでした。 就業経験にお
いては支援を受けた若者の半数近くが 1 日も働いた経験がなく、逆に正規雇用経
験者は１割で、 しかもその全員が新卒時に学校が関与して就職できた場合のみでし
た。

さらに、今日の社会的ひきこもりには、大卒・高卒とも、中退・一時的な仕事・
早期離職も含めると、 高卒の３人に２人、大卒の２人に１人が、教育から雇用へと
円滑に接続できていない 中で、新卒一括採用のレールから外れると正規雇用が困
難になるという状況や 「ブラック企業」に象徴される若者の過酷な労働環境の存在
が背景にあります。このような若者を使い捨てる社会の結果としての社会的ひき
こもりが急増しています。

これらの状況からみても、学校（特に高校レベル）における支援が大切なこと
がわかります。 高校においては、中高連携を基礎に、個々の生徒の課題の早期把握、
そして在学中から外部支援機関等との連携により適切な対応を行うことが、 中退を
防ぎ安定就労につく最大のポイントではないでしょうか。また、外部支援機関と
の連携は、中退・卒業後のフォロー体制を構築するうえでも必要です。

本年度から地域若者サポートステーションでも「学校連携」が支援の大きな柱
となって、厚生労働省から提示され各地で実践がスタートしましたが、 スムーズな
連携とは言えないのが実態です。

この交流会では、学齢期に、学校や保護者、支援機関が連携しながら、どんな
支援があれば青年期・就労生活へのスムーズな移行が可能になるのかを、 現場から
の声を基に議論・検証して行きたいと考えています。

助言者

南出吉祥 ( 岐阜大学 )

報告者

高砂光雄 (NPO 法人 おおさか教育相談研究所／大阪 )

社会的ひきこもりからの立ち上がり―考察―

　

白砂大地 ( とよなか若者サポートステーション／大阪 )

若者支援における学校の役割と可能性
～キャリアブリッジ・学校応援の実践から～



テーマ別実践交流会４ 学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携

社会的ひきこもりからの立ち上がり―考察―
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高砂光雄 (NPO 法人 おおさか教育相談研究所／大阪 )

社会的ひきこもりからの立ち上がり―考察―



社会的ひきこもりからの立ち上がり―考察―
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学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携 テーマ別実践交流会４



テーマ別実践交流会４ 学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携

若者支援における学校の役割と可能性～キャリアブリッジ・学校応援の実践から～
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白砂大地 ( とよなか若者サポートステーション／大阪 )

若者支援における学校の役割と可能性
～キャリアブリッジ・学校応援の実践から～



若者支援における学校の役割と可能性～キャリアブリッジ・学校応援の実践から～
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学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携 テーマ別実践交流会４



テーマ別実践交流会４ 学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携

若者支援における学校の役割と可能性～キャリアブリッジ・学校応援の実践から～
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若者支援における学校の役割と可能性～キャリアブリッジ・学校応援の実践から～

25

学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携 テーマ別実践交流会４



テーマ別実践交流会４ 学齢期の若者支援～ひきこもり・学校連携

若者支援における学校の役割と可能性～キャリアブリッジ・学校応援の実践から～
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テーマ別実践交流会③ 精神障がい・発達障がいの若者支援
コーディネーター

岩田光宏 ( 堺市こころの健康センター／大阪 )

広野ゆい ( 発達障害をもつ大人の会／大阪 )

ひきこもり支援の現場では、発達障がいに気づかずにいる若者や、 成人になって
から障がいと言われて戸惑っている若者も多く見られます。 彼らの多くには、生
きづらさがあるにもかかわらず障がいとして気づかれずに来たため、 周囲から適応
を迫られ自分なりに努力したけれどうまくいかず、その結果ひきこもり状態となっ
た、という経過が見られます。

その経過のなかで、社会参加に対する自信が低下している場合が多いため、 支援
では他者と交流するための自信や意欲を回復させることが優先されます。 そして、
社会参加のためには、一方的に適応を迫るのではなく、 若者が主体的に社会と関わ
れることを目指して、自分自身の特徴を学んでいくための取り組みが重要になり
ます。 この交流会では、こうした実践の意見交換を通じて、障がいの有無にかか
わらず違いを認めて協力しあえる 社会の実現に向けた議論ができれば、と思いま
す。

また、ひきこもり状態の若者に精神障がい・発達障がいの診断がある場合、 「精
神障害者保健福祉手帳」などのサービスを利用できることがあります。 たとえば
就職を目指す場合、「障害者雇用」として就職する道を探ったり、 「障害者総合支援
法」の就労移行支援事業所を利用して就労支援を受けたりすることができます。 
また、「障害年金」を受給したり、ホームヘルプなどの福祉サービスを利用できる
場合もあります。

この交流会では、これらの制度を活用した支援について検討を行い、 今後、若者
支援に求められる制度はどういったものなのか、共に考えたいと思います。

助言者

青木道忠 (NPO 法人 子ども・若もの支援ネットワークおおさか )

報告者

谷奥大地 ( 公益財団法人 浅香山病院アンダンテ就労ステーション／大阪 )

障害福祉サービス事業所における精神障害者・
発達障害者の就労支援について

神里裕丈 ( 社会福祉法人 みやこ福祉会 障害者就業・生活支援センターみやこ／沖縄 )

精神障がい・発達障がいの若者支援
( 発達障がい疑いの方の就職支援準備 )



テーマ別実践交流会５ 精神障がい・発達障がいの若者支援

障害福祉サービス事業所における精神障害者・発達障害者の就労支援について
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谷奥大地 ( 公益財団法人 浅香山病院アンダンテ就労ステーション／大阪 )

障害福祉サービス事業所における精神障害者・
発達障害者の就労支援について



障害福祉サービス事業所における精神障害者・発達障害者の就労支援について
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精神障がい・発達障がいの若者支援 テーマ別実践交流会５



テーマ別実践交流会５ 精神障がい・発達障がいの若者支援

障害福祉サービス事業所における精神障害者・発達障害者の就労支援について
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障害福祉サービス事業所における精神障害者・発達障害者の就労支援について
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精神障がい・発達障がいの若者支援 テーマ別実践交流会５



テーマ別実践交流会５ 精神障がい・発達障がいの若者支援

障害福祉サービス事業所における精神障害者・発達障害者の就労支援について
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精神障がい・発達障がいの若者支援 ( 発達障がい疑いの方の就職支援準備 )
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精神障がい・発達障がいの若者支援 テーマ別実践交流会５

神里裕丈 ( 社会福祉法人 みやこ福祉会 障害者就業・生活支援センターみやこ／沖縄 )

精神障がい・発達障がいの若者支援
( 発達障がい疑いの方の就職支援準備 )



テーマ別実践交流会５ 精神障がい・発達障がいの若者支援

精神障がい・発達障がいの若者支援 ( 発達障がい疑いの方の就職支援準備 )
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精神障がい・発達障がいの若者支援 ( 発達障がい疑いの方の就職支援準備 )
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精神障がい・発達障がいの若者支援 テーマ別実践交流会５



テーマ別実践交流会５ 精神障がい・発達障がいの若者支援

精神障がい・発達障がいの若者支援 ( 発達障がい疑いの方の就職支援準備 )
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テーマ別実践交流会④ 居場所の課題と展望
コーディネーター

藤井智 (NPO 法人 文化学習協同ネットワーク／東京 )

石田貴裕 (NPO 法人 淡路プラッツ／大阪 )

８０年代当初、不登校課題の学校外の運動から使われはじめた「居場所」は、 年
を追うごとにその意味合いと対象を拡大し、様々なシーンで使われるようになっ
てきています。

本実践交流会においても、「若者たちに安心を与える場所であり、ほんの少し前
を歩くひきこもり当事者と出会い、勇気を与えられる場所」( 第３回大会 )、 「個別
心理療法を提供する場ではない…就労を目的とする実践を提供する場ではない…
あいまいさが保障された柔軟な場」( 第５回大会 )、 「人とつながり、社会とつなが
るはじめの一歩」( 第６回大会 )、 「存在レベルで自己を肯定する安心感をもてなく
なっている若者が自己の存在を確認できる場所」( 第８回大会 ) 等、様々に語られ
てきています。

また、もともと「学校外・制度外」で語られてきた「居場所」が、昨今「施策として・
制度として」も語られるようになってきており、 当事者の「居場所感覚」と無関係
に、ある特定の目的 ( 多くの場合は「就労」) の「手段的に」用いられることへの
危惧も語られてきています。

本実践交流会では、これらの議論を踏まえ、当事者の「居場所感覚」を大切に
しながら、 「居場所の次のステップ」をどう展望するかを中心課題に議論してみた
いと考えています。

相矛盾する「ねがい」や「おもい」が交錯しながらすすむ「居場所」の日常を
浮きぼりにしながら、 そこを「拠点」としつつ、様ざまな社会参加へと結びついて
いく「居場所」を考え合いましょう。

助言者

穴澤義晴 ( 公益財団法人 さっぽろ青少年女性活動基金 )

報告者

石田貴裕 (NPO 法人 淡路プラッツ／大阪 )

淡路プラッツにおける居場所支援

高橋薫 (NPO 法人 文化学習協同ネットワーク／東京 )

居場所から社会参加へ～企業との連携による
中間的就労の場づくり『若者就労サポートネット』の実践



テーマ別実践交流会６ 居場所の課題と展望

淡路プラッツにおける居場所支援
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石田貴裕 (NPO 法人 淡路プラッツ／大阪 )

淡路プラッツにおける居場所支援



淡路プラッツにおける居場所支援
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居場所の課題と展望 テーマ別実践交流会６



テーマ別実践交流会６ 居場所の課題と展望

淡路プラッツにおける居場所支援
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居場所から社会参加へ～企業との連携による中間的就労の場づくり『若者就労サポートネット』の実践
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居場所の課題と展望 テーマ別実践交流会６

高橋薫 (NPO 法人 文化学習協同ネットワーク／東京 )

居場所から社会参加へ～企業との連携による
中間的就労の場づくり『若者就労サポートネット』の実践



テーマ別実践交流会６ 居場所の課題と展望

居場所から社会参加へ～企業との連携による中間的就労の場づくり『若者就労サポートネット』の実践
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居場所から社会参加へ～企業との連携による中間的就労の場づくり『若者就労サポートネット』の実践
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居場所の課題と展望 テーマ別実践交流会６
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テーマ別実践交流会⑤ ひきこもりの高年齢化
コーディネーター

田中敦 (NPO 法人 レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク／北海道 )

南直樹 ( 一般社団法人　札幌福祉就労支援センター／北海道 )

今、全国各地でひきこもりの実態にかかわる調査が行われ、その中でひきこも
りの高年齢化が指摘されています。 高年齢の定義を何歳からにするかは定説があ
るわけではありませんが、 昨今の若者支援の範疇から外れやすい 40 歳を超えるひ
きこもり者として考えることが求められています。

当然としてこうしたひきこもりの高年齢化は、彼らを支える家族の高年齢化を
意味します。 迫りくる親亡き後の不安感情は、余裕のない親子関係をつくり出し、
支援の方向性を見失いがちとなります。

その意味でまずは、ひきこもり者とその家族が地域の中で怯えることなく安心
して物事を考えることができる条件整備が求められます。 そこには増幅した焦り
不安感情に縛られる家族の解き放ちはもちろんのこと、 ひきこもり者と家族が安心
して生活ができるセーフティネットの構築は高年齢期のひきこもりを考えるうえ
で、必要不可欠でしょう。 セーフティネットがあるから失敗する自由が認められ、
安心してひきこもり者は第一歩を踏み出せるチャンスを得ることができるのです。

また、高年齢のひきこもり者のなかには、恋愛や結婚などの性的挫折、労働へ
の意欲の喪失感に悩まされている者もいます。 高年齢になったからといって結婚
や労働をあきらめる社会ではあってはなりません。 どんな状況に置かれようとも
ひきこもり者には生きる権利があり、かけがえのない社会の存在として地域に役
立つ可能性をもっています。 その観点からも今の労働のありようや社会のありよ
うを考え、彼らの価値観に基づく新しい生き方を考えていく必要があります。 高
年齢期のひきこもり者の生き方を考えることは、まさにこれから続くひきこもり
者への生き方の羅針盤となりえます。 そのことを踏まえて自由に語り合える交流
会になっていくことを期待したいと思います。

助言者

山本耕平 ( 立命館大学 )

報告者

大脇正徳 (NPO 法人 なでしこの会／愛知 )

ひきこもりの長期・高年齢化の実態と支援の取り組み
～親の体験的知識を力に～

武田俊基 (NPO 法人 レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク／北海道 )

北海道特有の広域性支援からみえた『ひきこもり』の
長期・高年齢化の課題



テーマ別実践交流会７ ひきこもりの高年齢化

ひきこもりの長期・高年齢化の実態と支援の取り組み～親の体験的知識を力に～
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大脇正徳 (NPO 法人 なでしこの会／愛知 )

ひきこもりの長期・高年齢化の実態と支援の取り組み
～親の体験的知識を力に～



ひきこもりの長期・高年齢化の実態と支援の取り組み～親の体験的知識を力に～
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ひきこもりの高年齢化 テーマ別実践交流会７



テーマ別実践交流会７ ひきこもりの高年齢化

ひきこもりの長期・高年齢化の実態と支援の取り組み～親の体験的知識を力に～
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ひきこもりの長期・高年齢化の実態と支援の取り組み～親の体験的知識を力に～
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ひきこもりの高年齢化 テーマ別実践交流会７



テーマ別実践交流会７ ひきこもりの高年齢化

ひきこもりの長期・高年齢化の実態と支援の取り組み～親の体験的知識を力に～
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北海道特有の広域性支援からみえた『ひきこもり』の長期・高年齢化の課題
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ひきこもりの高年齢化 テーマ別実践交流会７

武田俊基 (NPO 法人 レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク／北海道 )

北海道特有の広域性支援からみえた『ひきこもり』の
長期・高年齢化の課題



テーマ別実践交流会７ ひきこもりの高年齢化

北海道特有の広域性支援からみえた『ひきこもり』の長期・高年齢化の課題
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北海道特有の広域性支援からみえた『ひきこもり』の長期・高年齢化の課題
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ひきこもりの高年齢化 テーマ別実践交流会７



テーマ別実践交流会７ ひきこもりの高年齢化

北海道特有の広域性支援からみえた『ひきこもり』の長期・高年齢化の課題
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北海道特有の広域性支援からみえた『ひきこもり』の長期・高年齢化の課題
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ひきこもりの高年齢化 テーマ別実践交流会７
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特別交流会　家族交流会
コーディネーター

紀有文 (NPO 法人 みやすの鐘／兵庫 )

杉田美江 ( 登校拒否・ひきこもりの子ども・青年を持つ和歌山県親の会／和歌山 )

林堂自代 ( 登校拒否・ひきこもりの子ども・青年を持つ和歌山県親の会／和歌山 )

ひきこもりの「親の会」や「家族会」は、同じ悩みを持つ家族が相互の経験に
ついて交流したり学習する場として大きな役割があります。 さらに、交流したり
学習するなかで、孤立感から抜け出し、社会とつながり、 当事者はもとより親たち
自身も自らの人生を踏み出していくエネルギーを引き出すことができるようにな
ります。

このような会は、当事者の親たちが主体となって運営している場合もあれば、
公的機関や支援機関が開設している場合もあります。 運営母体や設立経緯の違い
はあっても、それぞれが特徴を生かしながら運営されており、支援者や支援機関
にとっても社会資源として大きな存在になりつつあります。

しかし、登校拒否・不登校のそれと比べて会の数自体も少なく、 登校拒否・不登
校の親の会が、教師、専門家たちと手を携えて課題に取り組んできた経過と比較
して、 まだまだひきこもりの「親の会」や「家族会」と支援者や支援機関の関係は
お互いに成熟した関係にはなっていません。

この実践交流会における親や家族の参加については、これまで試行錯誤を重ね
てきました。 集会全体としては「支援者」の「交流会」や「セミナー」などで構
成されていますが、この「特別交流会　家族会」は、「親」の立場で交流する場と
します。

全国の「親の会」や「家族会」に参加されている皆さん、またこれから「親の会」
や「家族会」を立ち上げようと考えておられる皆さん。 この特別交流会でお互い
の経験を交流しながら、これからのあり方について話し合いましょう。

そして、なにより一人ぼっちで悩んでいる家族のみなさん、ぜひつながりあい
ましょう。

親同士の交流の場（それぞれの思いの交流）
「親の会」「家族会」の交流の場 ( 会の運営についてなど )
本交流会は、上記２つの意味合いの交流の場になると考えています。当日の参

加状況に応じて２つの分散会に分かれての進行を考えています。
2 日目は、「当事者の長期・高年齢化と親の高年齢化」について、常設の居場所

を開設して、 親の望む５つの支援にとりくんでいる「NPO 法人なでしこの会」（ひ
きこもり当事者の親の会）に活動報告をお願いしています。
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特別交流会　当事者交流会
コーディネーター

横山泰三 (NPO 法人 わかもの国際支援協会／大阪 )

山本大介 ( 元当事者／大阪 )

現在、ひきこもりの当事者は、推定で 70 ～ 100 万人いるとの調査結果があり
ます。 このことは、現在、当事者が増えている、高年齢化が進んでいることを示
すとともに、 過去に不登校・ひきこもりと呼ばれた元当事者も増加していることも
示しています。 現実に、元当事者が支援者として関わっているケースも少なくあ
りません。

この「元当事者という存在」を、現在、まさに不登校・ひきこもりの渦中であ
る当事者はいったいどう感じているのでしょうか？ 逆に、元当事者は当事者をど
のように見たり、支援しているのでしょう？ 自明であるかのような《当事者 - 元
当事者》という言説（周囲からの名指し・当人の意識）には、 社会的にも、また当
人の意識としても、確固たる定義や、線引きがありません。当事者とは、元当事
者とはいったい誰なのでしょう？

会の進行に際し、敷居を低くして足を運んでもらえる場・時間となるよう、「見
学席」を設け、また、途中参加・退室も可能とし、 その場にいる皆が安心して過ご
せるよう、コーディネーターは心がけます。

（１日目・15 日）
「当事者」という言説をめぐって

当事者／元当事者・支援者・家族・その他による「当事
者」感についての発議から、参加者で「当事者／元当事者」
について考え・聴く・話す

（２日目・16 日）
当事者団体フォーラム

大阪・関西に拠点を置く当事者主体の各グループからの
アピール・交流・課題共有など

※当事者／元当事者・支援者・家族・その他、さまざまな人のご参加をお待ちしています。
※参加者の方の構成によって、内容は変更する場合があります
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特別シンポジウム 

ひきこもり支援から出発して広範な若者支援へ

本会は、2002 年、ひきこもる若者たちと向き合うなかで、自分たちの実践の学
びと交流の場を求め “ 全国社会的ひきこもり支援者連絡会議 ” を結成し、毎年、現
地実行委員会の献身的な努力に支えられながら “ 社会的ひきこもり支援者全国実践
交流会 ” を、和歌山から始め、東京、京都、北海道、佐世保、岐阜、神戸、宮崎と
開催してました。

交流会参加者はこのところ毎回 500 名を超えています。 また、参加者の広がり
とともに、大会のテーマや分科会も少しずつ変化してきました。 そのなかで、地
域若者サポートステーション（以下、サポステ）の実践者が多く参加するように
なるとともに、 行政職員も保健所や精神保健福祉センターのみならず、労働政策や
青少年対策を担当する部署の公務員が参加するなかで、 ひきこもりの心的な課題に
対するケアというテーマと同様、あるいはそれ以上に、今、出口というテーマが
多くの実践者の関心を集めてきています。

2003 年の若者自立・挑戦プランから、2006 年の地域若者サポートステーショ
ン事業、2009 年のひきこもり対策推進事業、 2010 年の子ども・若者育成支援推
進法と政策が展開され、今年度からは、サポステが全国で 160 箇所に広げられる
こととなりました。 従来からひきこもり支援を行っていた実践体の多くがサポス
テの委託を受け始め、サポステ事業の中核的役割を果たしています。

着実に整備されつつある我が国の若者支援政策ですが、まだ、あらゆる若者の
生存・発達を保障する内実を整える為には多くの課題をもっています。 新たに生
活困窮者支援制度が検討されています。

私たちは、このような政策・実践・大会参加者・テーマ・分科会の変遷を捉え
ながら、 今、実践交流会はひきこもり支援者の純粋な交流会から広がって、ある程
度の質的転換の時期を迎えているのではないかと考えます。

そこで、本シンポジウムでは、今後の若者支援実践、政策、運動の展望について、
各分野から報告を受け、広範な若者支援のあるべき姿を探ります。

コーディネーター

太田 政男（大東文化大学教授）

東京大学 教育学部卒業 東京大学大学院 教育学研究科博士課程単位取得退学。
大東文化大学専任講師、助教授を経て現在教授。
専攻は社会教育、生涯教育。

「現代日本の若者の最大の問題は、「閉じこもり」「引きこもり」にあります。 それは、家や部
屋に引きこもるという狭い意味ではなく、政治的社会的に引きこもり状態にあるということ
です。」
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シンポジスト

宮本 みち子（放送大学教養学部教授）

東京教育大学文学部卒業　お茶の水女子大学大学院家政学研究科修士課程修了
千葉大学教授、ケンブリッジ大学社会政治学部客員研究員を経て、現職、社会学博士

「私がこの 10 年間もっとも力を入れてきたのは、ポスト工業化社会・高学歴社会における若
い世代の変容を通して、 この社会がどうなっているのかを見据えようとすることでした。」

「日本における 若者支援活動の課題と今後の方向性」

佐藤 洋作（文化学習協同ネットワーク）

学生時代から東京三鷹で学習の遅れのある児童への学習支援、 不登校の子どものための居場所
づくりなどに携わる。
90 年代後半から社会的ひきこもりの若者のための社会参加プログラムも展開し、 2000 年か
らは政府や自治体からの若者支援事業の委託を受けて、 「若者自立塾」、「地域若者サポートス
テーション」、「生保世帯の子ども若者自立支援」などを実施してきている。

「ひきこもり支援」から「総合的若者支援」へ

湯浅 誠（反貧困ネットワーク）

社会活動家。
1990 年代より野宿者（ホームレス）支援に携わる。 2008 ～ 09 年年末年始の「年越し派遣村」
では村長を務める。 2009 年から 2012 年まで通算 2 年間、内閣府参与を勤める。
東京大学大学院法学政治学研究科博士課程単位取得退学。1969 年生。
著書に『反貧困』（岩波新書、2008 年、第 14 回平和・協同ジャーナリスト基金賞大賞、第
8 回大仏次郎論壇賞）、 『どんとこい！貧困』（イーストプレス「よりみちパン！セ」シリーズ、
2009 年 6 月刊）、 『ヒーローを待っていても世界は変わらない』（朝日新聞出版、2012 年）など。

「貧困のなかであえぐ若者と脱貧困への道」

山本 耕平（立命館大学教授）

日本福祉大学大学院修了。
和歌山市職員、大阪体育大学助教授を経て現在立命館大学教授。
全国社会的ひきこもり支援者連絡会議事務局長　社会学博士

「保健所で精神保健福祉相談員業務を行っている頃、家庭内暴力やひきこもりの若者と出会い、 
彼らの居場所や就労の場を創ってきました。現在、各地の支援者と共にあるべき若者支援に
ついて考えています。」

「社会福祉（精神保健福祉）実践者からの若者支援実践者への発言」
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宮本 みち子（放送大学教養学部教授）

「日本における 若者支援活動の課題と今後の方向性」
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佐藤 洋作（文化学習協同ネットワーク）

「ひきこもり支援」から「総合的若者支援」へ
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ワーカー養成セミナー　相談活動

講師

高垣 忠一郎 　立命館大学

「相談活動の基本・作法」

悩みやつらいことを誰かに話して、それを相手に聞いてもらうだけで、気持ち
が軽くなったような経験は多くの人にあることでしょう。 又、誰かから相談をう
けて、どんなアドバイスをすれば良いか迷った経験も多くの人がしていることで
しょう。

いずれにしても相談したり相談されたりすることはだれでもするようなことで
すので、口と耳さえあれば誰でもできそうなものです。 でも、たとえば「ひきこもり」
や「不登校」という深刻な問題をかかえた方の相談にのる場合、日常の相談とは
またちがった「作法」が必要になります。

ほんとうに相手のためになる相談活動を行うためにふまえなければならない基
礎・基本はどんなことかということをいっしょに考えたいと思います。



﻿

「相談活動の基本・作法」
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ワーカー養成セミナー　支援者養成

講師

山本 耕平 　立命館大学

支援者養成のために
－エンパワメント理論に基づいた若者支援の展開を目指して－

若者支援の支援者とはいかなる存在であろうか。支援の専門性をどこに求める
のか。 私自身は、有資格であることと支援者であることを同格に捉えていない。

少なくとも、支援者は、その根幹にしっかりとした支援の哲学をもたなければ
ならない。 隣国の韓国では、既に「若者を若者実践の対象とするのか、主体とす
るのか」が問われている。

我が国でも、少なくないところで、実践を構成するメンバーの協同性を追求す
る実践体が生まれている。 このセッションでは、支援の哲学と方法について学び
合いたい。
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ワーカー養成セミナー　就労支援

講師

佐藤 洋作 　NPO 法人文化学習協同ネットワーク

就労支援

ひきこもり経験がある若者がスモールステップで働き出すまでのプロセスと支
援のあり方、 さらには働き続けるための条件整備について検討します。全国に広
がってきた若者サポートステーションなどの 就労支援機関の現状と活用のあり方
や、静岡方式など各地の就労支援の取り組みを紹介し、検討します。

さらに、新たな「生活困窮者支援制度」への政策的な動きの中で注目されてい
る就職準備支援事業や 中間的就労の場のあり方を紹介したり、若者が生き生きと
働くことのできる仕事場づくりについて考えます。



﻿

就労支援
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就労支援
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ワーカー養成セミナー　学校連携の現状と課題

講師

松田 考 　公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会

ユースワークの視点から

学校と若者支援機関との連携については、 「大切なのは分かるけれど、壁が高く
て・・・」という声が、学校からも支援現場からも聞こえてきます。 一方で、う
まくいっている事例をみると、 「問題のある生徒を効率的に」学校から紹介しても
らうのではなく、 まさに今回の全体テーマにもある「広範な若者支援」という視点
が存在しているように感じます。

そこには、就労や福祉の切り口だけでは見えてこない、 学校関係者や 10 代のニー
ズを見つけ、若者を繋いでいく方法を一緒に考えていきましょう。
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ワーカー養成セミナー　地域ネットワークの形成

講師

白水 崇真子 　一般社団法人 キャリアブリッジ

社会的ひきこもりにとって、
すてきな地域ネットワークづくりとは？

社会的ひきこもり状態にある若者にとって、地域ネットワークづくりとはどう
いったものなのか、「すべての人に、居場所と出番とつながりを」をキーワードに、
豊中での実践を例に議論していきたいと思います。

さらに、地域の資源を発見・創造していくなかで、若者が活用できる資源は何
なのか、若者たちが継続的に生きる場所・働く場所をいかに探し、繋ぎ、創るの
かということを、ケース事例を通して検討していきたいと思います。
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本 社 
〒578-0912 大阪府東大阪市角田 3-1-28 
TEL:072(964)5777 FAX:072(964)5778 
http://www.u10.co.jp 

中央営業所 
〒540-0025 大阪市中央区徳井町 1-2-9 
      ZERO ONE 谷町 202 号 
TEL:06(6943)1123 FAX:06(6943)1136 

 

お問合せ

こちらから購入頂けます。
http://www.tomoichiba.jp/s_wakayama5_index.html

障害のある人たちが働く「作業所」のショッピングモール

共同作業所エルシティオ Tel & Fax 073-432-2170
        640-8323  和歌山市手平6-112-1

bitter
origin

Ice

lite

bitter
origin

Ice

lite

bitter
origin

Ice

lite

bitter
origin

Ice

lite

エルシティオは、ひきこもり青年の社会参加を支える共同
作業所であり居場所です。
わたしたちの作業所では、自家焙煎コーヒー豆を販売して

います。生豆を仕入れ、そこから良い豆を選別し、丁寧に焙
煎しています。　

ぜひ、ご賞味ください。　　　　
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２０１４年、春。

ホース・フレンズは枚方の山田池公園で、

手作り牧場活動をスタートします！

ただ今支援メンバーさま募集中！

子どもからお年寄りまでみんなが集う

馬のいる憩い＆癒しの空間を一緒につくりませんか？

http://www.horse-friends.org/

ＮＰＯ法人ホース・フレンズ事務局

枚方若者サポートステーション、子ども・若者自立支援センター（枚方・寝屋川拠点）は
ＮＰＯ法人ホースフレンズ事務局が運営しています

（社福） 一麦会　ひきこもり者社会参加支援センター 麦の郷 ハートフルハウス創
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東大阪市高井田元町2－4－6 岸田興産ビル 

☎06－6787－2008 

厚生労働省認定事業 

仕事に関する話を 

聞いてほしい!! 
 

キャリア相談 

面接・履歴書のコツ 

教えて欲しいなぁ。 
 

就活セミナー 

自分が向いている 

仕事って何だろう？ 
 

職業体験 

就活をしている 

仲間に会いたいな。 
 

サロン

心理相談 就職活動を始める自信がない。気持ちの整理がしたい。

家族相談 子どものことが心配で相談したいんだけど…

家族交流会 他の親御さんの話を聞いてみたいなあ。

セミナー サロン グループ活動に慣れる練習をしたい。

大阪府 
子ども・若者自立サポート事業 

※東大阪若者サポートステーションでは，
若者 歳から概ね 歳 の就職活動に関する
様々な相談を行っています。

くるみ東大阪 
東大阪市菱屋西2－8－23 岸田興産ビル 3階 

☎06－6727－0535 

くるみ八尾 
八尾市本町5－4－13 ファミリーロード さのかわ南通り沿い 

☎072－970－5977 

新たな一歩を踏み出す
お手伝いをします！

社会福祉法人つむぎ福祉会 
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第９回社会的ひきこもり支援者全国実践交流会 in 大阪に
協賛いただいた個人・団体の方々

（順不同・敬称略）

村田隆紀

天満利為

小原洋三

東邦治

舩富忠彦

東村元嗣

伊志嶺博司

中島ひとみ

北川恭子

柴田隆

山根幹夫

長谷川良子

樋者正昭

田村征雄

浅野とも子

岩佐貞夫

馬場野成和

斉藤早百合

甲斐真知子

茶園真灮

宮本郷子

岡林秀幸

青木恒子

山口妙子

森田祥子

高砂光雄

柚木健一

和歌崎信夫

小藪和男

石井和成

松浦敬子

塚本勤也

前川やよい

佐藤カナヱ

大野嘉代子

上田忠嗣

北村公一

中村和清

中山新紀

村田宏二

かわさきゆたか

寺坂佳彦

平谷良子

藤原勲

加藤清美

佐藤順一

大島守

松村忠臣

中村伸郎

ピットインサービス株式会社

子ども ・若もの支援ネットワークおおさか

NPO エスペーロ

NPO エルシティオ





主　催

第 9回社会的ひきこもり支援者全国実践交流会 ( 全国若者・ひきこもり協同実践交流会 )in 大阪現地実行委員会
現地事務局：社会福祉法人つむぎ福祉会本部
〒546-0003 大阪府大阪市東住吉区今川 4-10-3

tel/fax 06-6708-7601
mail kenken3450363@herb.ocn.ne.jp

全国社会的ひきこもり支援連絡会議 ( 全国若者支援連絡会議 )
全国事務局：立命館大学産業社会学部山本耕平研究室
〒603-8577 京都府京都市北区等持院北町 56-1

tel/fax 075-466-3593
mail wakamonozennkoku@gmail.com

第 9回社会的ひきこもり支援者全国実践交流会 ( 全国若者・ひきこもり協同実践交流会 )in 大阪 要旨集
２０１４年　２月１５日（土）・１６日（日）
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